
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
熊

本
県
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
熊
本
県
教
育
会
館
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
当
教
育

会
館
は
平
成
25
年
４
月
１
日
を

も
ち
ま
し
て
、「
財
団
法
人
」

か
ら
「
一
般
財
団
法
人
」
へ
の

移
行
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
ま
し
て
、
団
体
名
を
「
財

団
法
人
熊
本
県
教
育
会
館
」
か

ら
「
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
教

育
会
館
」
に
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
の
財
団
法
人
熊
本

県
教
育
会
館
の
設
立
以
来
、
熊

本
県
教
育
の
振
興
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
般
財

団
法
人
と
な
り
ま
し
て
も
当
会

館
の
設
立
の
趣
旨
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
、「
ア

ト
の

ひ
ろ
ば
」
や
「
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
」

の
電
話
相
談
活
動
、「
こ
こ
ろ

ゆ

た
り
講
座
」、「
カ
ム
バ

ク
セ
ミ
ナ

」
並
び
に
「
パ
パ

マ
マ
広
場
」
等
の
開
催
や
『
会

館
共
済
』
等
の
共
済
事
業
を
通

し
て
、
教
職
員
の
教
養
向
上
や

福
祉
増
進
に
貢
献
す
る
よ
う
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
県
内

小
中
高
へ
の
図
書
寄
贈
や
会
館

寄
席
、
ハ

ト
ラ
イ
ン
の
電
話

相
談
活
動
、
県
か
る
た
協
会
や

県
将
棋
連
盟
へ
の
助
成
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
も
引
き

続
き
行

て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

昨
年
の
九
州
北
部
大
豪
雨

の
こ
と
が
あ
り
、
熊
本
市
中
央

区
の
仲
介
で
、
当
会
館
は
災
害

時
に
お
け
る
白
川
小
校
区
５
町

内
・
７
町
内
の
「
地
域
指
定
一

時
避
難
場
所
」と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
11
月
と
今
年
５
月
に
は
地

域
と
の
合
同
避
難
訓
練
も
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
月
２
回
地
域

の
た
め
の
「
ヨ
ガ
教
室
」
も
開

催
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
地

域
に
も
開
か
れ
た
会
館
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
熊
本
県
教
育
会
館
へ
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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今村  良博
TEL 096-372-3800

熊本市中央区九品寺1丁目11-4
熊本県教育会館事務局

一
般
財
団
法
人

（１）　第 77号 平成 25（2013）年７月８日

4 月 1 日設立時の井上知行評議員（県教委教育政策課福利厚生室長）は県の定期異動により知事部
局へ異動となられたため、定時評議員会の5月23日付けで辞任されました。後任の大塚敏彦氏（同）
が5月 23日開催の定時評議員会において選任され、同日就任されました。

大塚　敏彦 男 52 全体区分 （県教育委員会） なし

井上　正文 男 57 〃 （熊本市教育委員会） なし

角居　恭一 男 62 〃 （小中学校長会） なし

田中　和幸 男 67 〃 （県立学校長会） なし

渡邉　博昭 男 56 地域区分 （南関第一小学校） なし

丸野　純哉 男 57 〃 （尾ノ上小学校） なし

岩田　智子 女 51 〃 （御船中学校） なし

平江　佳幸 男 52 〃 （荒尾第四中学校） なし

林　　俊光 男 42 〃 （ひのくに高等支援学校） なし

㔟田　昭一 男 59 〃 （鹿本農業高等学校） なし

光永　新治 男 66 〃 （小中学校退職者） なし

小林　敏夫 男 62 〃 （県立学校退職者） なし

野田　実 男 58 全体区分 （前理事長） なし

東　　市子 女 63 〃 （元理事長） なし

赤塚　敏 男 63 〃 （元副理事長） なし

今村　良博 男 52 地域区分 （熊本県教職員組合） なし

西嶋　正 男 59 〃 （熊本県教職員組合） なし

今泉　克己 男 61 〃 （県高等学校教職員組合） なし

早田　豊一 男 77 〃 （県退教連絡協議会会長） なし

中松　健児 男 75 〃 （前熊本市議会議員） なし

吉永賢一郎 男 36 全体区分 （公認会計士） なし

須藤　哲郎 男 47 地域区分 （住吉中学校） なし

横田　方正 男 57 〃 （合志中学校） なし

石原　哲也 男 45 〃 （熊本支援学校） なし

名島　弘和 男 64 〃 （小中学校退職者） なし

嶋田　久義 男 60 〃 （県立学校退職者） なし

新法人の評議員、役員（理事・監事）
氏　名 性別 年齢 区　分（所属等） 兼職

理
　

事

評
議
員

監
　

事

　

新
公
益
法
人
３
法
に
基
づ
き
新
法
人
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
10
月
県
の
「
一
般
財
団
法
人
へ
の
移
行
認
可
」
が

お
り
ま
し
た
の
で
、
４
月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
「
財
団
法
人
熊
本

県
教
育
会
館
」
を
解
散
し
「
一
般
財
団
法
人
」
の
設
立
登
記
を
法

務
局
に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
新
法
人
と
し
て
設
立
目
的
達

成
の
た
め
精
一
杯
努
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
移
行
に
当

た
り
理
事
長
が
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

（１）
新
法
人
・
一
般
財
団
法
人
熊

本
県
教
育
会
館
へ
移
行
し
ま

す
。
新
定
款
に
従
い
機
関
運
営

を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教

育
会
館
を
設
立
し
た
両
教
職
員

組
合
を
始
め
、
教
職
員
の
諸
団

体
や
行
政
当
局
と
の
連
絡
を
密

に
行
い
な
が
ら
適
正
な
事
業
執

行
に
努
め
ま
す
。

（２）
公
益
事
業
会
計
と
収
益
事
業

会
計
の
区
分
経
理
を
行
い
、
事

業
収
入
と
管
理
経
費
の
適
正
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
長
期
的

な
公
益
事
業
の
継
続
の
た
め
の

事
業
環
境
を
作
り
ま
す
。

（３）
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を

踏
ま
え
、
法
令
お
よ
び
そ
の
他

の
規
範
に
基
づ
き
、
個
人
情
報

を
適
切
に
取
り
扱
う
よ
う
に
し

ま
す
。「
教
職
員
事
務
セ
ン
タ

（
仮
称
）」
は
平
成
26
年
稼
働
を

目
指
し
て
関
係
団
体
と
の
協
議

を
進
め
、
個
別
に
行
わ
れ
て
い

る
教
職
員
と
の
連
絡
関
係
を
１

本
化
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（４）
教
育
会
館
の
安
全
管
理
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に

行
い
保
守
体
制
を
堅
持
し
ま

す
。
ま
た
、
熊
本
市
九
品
寺
自

治
会
の
「
地
域
指
定
一
時
避
難

場
所
」
の
指
定
を
受
け
、
災
害

時
に
地
域
住
民
に
施
設
の
一
部

を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
ま

す
。

　

会
館
の
今
後
の
改
修
計
画
に

つ
い
て
は
、「
大
規
模
改
修
委

員
会
」
を
設
置
し
、
２

３
年

を
め
ど
に
将
来
の
会
館
維
持
体

制
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。
当

面
、
改
修
資
金
の
積
み
立
て
を

進
め
ま
す
。

（５）
「
教
育
会
館
ニ

ス
」
を

発
行
し
、
教
育
会
館
設
立
の
目

的
や
現
状
を
全
教
職
員
に
知
ら

せ
ま
す
。ま
た
、教
育
会
館
ホ

ム
ペ

ジ
を
活
用
し
て
、
情
報

の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま
す
。

平
成
25
年
度
事
業
計
画

《
基
本
方
針
》

１
・
新
法
人
の
機
関
運
営
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
基
本
と
し
、

定
款
の
規
定
に
従
い
ま
す
。

２
・
公
益
目
的
事
業
の
継
続
の
た
め
、
収
益
事
業
の
安
定
経
営
に
務

め
ま
す
。

３
・
教
職
員
が
教
育
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
教
職
員

を
支
え
る
「
福
利
厚
生
関
係
団
体
」
相
互
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

理事長
今村　良博

会
館
の
財
政
・

管
理
運
営
に
つ
い
て

1

一一
般般
財財
団団
法法
人人
にに
移移
行行
しし
てて（（
ごご
挨挨
拶拶
）

理
事
長
　

今
村 

良
博



（２）　第 77号平成 25（2013）年７月８日
 

（１）
会
館
共
済
を
継
続
し
ま
す
。

団
体
保
険
と
し
て
の
「
更
新
」

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
更
新
時

期
（
キ

ン
ペ

ン
）
の
対
応

が
教
職
員
に
と

て
「
分
か
り

や
す
く
、
手
続
き
し
や
す
い
」

も
の
と
な
る
よ
う
に
改
善
し
ま

す
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら

適
用
の
「
所
得
税
・
住
民
税
の

生
命
保
険
料
控
除
税
制
改
正
」

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
「
控

除
申
請
手
続
き
の
お
知
ら
せ
」

を
丁
寧
に
行
い
ま
す
。

（２）
「
終
身
保
障
」
制
度
導
入
の

要
望
を
受
け
、
制
度
検
討
を
始

め
ま
す
。

  

（１）
図
書
寄
贈
を
継
続
し
ま
す
。

寄
贈
校
の
選
定
に
あ
た

て

は
、
検
討
委
員
会
を
開
催
し
決

定
し
ま
す
。

（２）
県
下
の
教
職
員
の
た
め
、「
こ

こ
ろ
ゆ

た
り
ヒ

リ
ン
グ
セ

ミ
ナ

」
を
８
月
２
日
（
金
）、

育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

「
カ
ム
バ

ク
セ
ミ
ナ

」
を

11
月
19
日
（
火
）
に
、「
パ
パ

マ
マ
ひ
ろ
ば
」
を
原
則
毎
月
第

２
水
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
教
育
会
館
周
辺
の
地
域
住

民
対
象
の
「
ヨ
ガ
教
室
」
を
原

則
毎
月
第
１
木
曜
日
（
午
前
）

第
３
木
曜
日
（
夜
）
開
催
し
ま

す
。

（３）
熊
本
県
下
の
児
童
・
生
徒
の

た
め
の
『
会
館
寄
席
（
学
校
寄

席
）』
を

・
嘉
島
町
立
嘉
島
西
小
学
校

10
月
22
日
（
火
）

・
芦
北
町
立
吉
尾
小
学
校

10
月
23
日
（
水
）

・
上
天
草
市
立
龍

岳
中
学
校

10
月
24
日
（
木
）

の
３
校
で
開
催
し
ま
す
。

（４）
「
県
か
る
た
協
会
」「
日
本

将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
」
の
活

動
に
協
賛
し
、
会
場
の
提
供
等

を
行
い
ま
す
。

（５）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ハ

ト
ラ
イ

ン
く
ま
も
と
」
の
子
ど
も
電
話

相
談
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、教
職
員
の
電
話
相
談
室「
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
」を
継
続
し
ま
す
。

（６）
教
育
会
館
ロ
ビ

を
活
用
し

た
「
ア

ト
の
ひ
ろ
ば
」
を
継

続
し
ま
す
。（
第
８
次
）

　

 

１

会
館
の

　
　

財
政
運
営
に
つ
い
て

 

（１）
会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
会

館
建
設
基
金
（
出
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
出
資
依
頼
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た

な
出
資
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
出
資
金
の
返
済
は
、
退
職

に
よ
る
返
済
が
４
１
６
人
、

４
，２
６
６
，０
０
０
円
で
し
た
。

こ
の
結
果
出
資
金
の
残
額
は

９
９
，９
９
５
，０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。
出
資
金
の
寄
附
の

申
出
は
、
２
名
１
８
，０
０
０
円

で
し
た
。（
表
１
）

（２）
地
代
家
賃
は
、
１
０
０
％
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

（３）
会
議
室
貸
料
は
、
前
年
と
比

べ
約
22
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
会
館
共
済
キ

ン
ペ

ン

の
推
進
本
部
と
し
て
の
会
議
室

使
用
や
、
県
か
る
た
協
会
に
加

え
日
本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部

の
将
棋
練
習
会
等
へ
の
会
場
無

償
提
供
な
ど
も
貸
料
減
の
原
因

で
す
。（
表
２
）

（４）
会
館
共
済
事
業
の
集
金
手
数

料
は
約
３
，０
０
０
万
円
と
安

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
教
育
会

館
の
特
別
給
付
金
は
、
申
請
期

間
を
３
年
間
に
延
長
し
ま
し
た

が
年
間
給
付
額
が
１
，

４
０
０
万
円
前
後
で
安
定
し
て

い
ま
す
。（
表
３
）

（５）
退
職
者
福
祉
年
金
事
業
は
、

平
成
24
年
３
月
末
で
個
人
口
を

終
了
、
６
月
末
で
団
体
口
の
終

了
手
続
き
を
完
了
し
、
福
祉
年

金
特
別
会
計
の
整
理
残

１
６
３
万
円
を
一
般
会
計
に
繰

り
入
れ
ま
し
た
。

（６）
会
館
経
営
の
安
定
化
の
た
め

の
各
種
引
当
は
、
継
続
的
に
引

当
額
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

（
表
４
）

（７）
会
計
処
理
は
「
区
分
経
理
」

に
よ
り
「
継
続
事
業
（
公
益
目

的
事
業
）」
の
適
正
な
執
行
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
ユ

ス
会
計
社
（
吉
永
公
認
会
計
士

事
務
所
）と
の
契
約
を
継
続
し
、

20年度　 30,000 3,744,000 115,073,000

21年度　 12,000 3,342,000 111,743,000

22年度　 0 3,822,000 107,921,000

23年度　 0 3,660,000 104,261,000

24年度　 0 4,266,000 99,995,000

会館建設基金・出資状況　５年間の推移（円）

平成 出資額 返済額 出資残額

表 1 

会議室・利用状況　５年間の推移（円）

件　数 貸　料 件　数 貸　料 件　数 貸　料

20年度　 245 1,723,390 216 4,807,499 461 6,530,889

21年度　 216 1,878,218 192 4,333,035 408 6,211,253

22年度　 172 1,293,363 154 3,511,205 326 4,804,568

23年度　 188 1,685,366 223 4,453,059 411 6,138,425

24年度 176 1,228,132 166 3,576,948 342 4,805,080

平成
出資者 一　般 計

20年度　 1,873,000 2,100,000 5,095,000 910,000 285,000 3,815,000 14,078,000

21年度　 1,547,000 1,200,000 5,773,000 1,010,000 0 4,309,000 13,839,000

22年度　 1,701,000 1,150,000 5,708,000 1,290,000 0 3,739,000 13,588,000

23年度　 1,732,000 1,500,000 5,367,000 1,200,000 0 4,253,000 14,052,000

24年度 1,525,000 900,000 5,992,000 1,160,000 0 4,853,000 14,430,000

特別給付金・給付状況　５年間の推移（円）表３ 

平成 出産祝金 休職見舞金 入院見舞金 退職祝金 満期祝金 医療プラン 合　計

20年度　 8,531 4,200 4,702 1,405 18,839 1,900 1,732 22,471

21年度　 9,271 4,700 4,802 577 19,351 2,300 1,170 22,820

22年度　 10,017 3,500 4,802 789 19,110 2,700 1,370 23,178

23年度　 10,783 3,300 4,802 989 19,876 2,900 372 23,146

24年度 11,549 3,800 4,802 10,89 21,241 3,200 473 24,914

各種引当・状況　５年間の推移（万円）表４ 

平成 基本財産減価償却 建物修繕 特別給付準備 記念事業準備 計 出資金返済 退職給与 引当金総計

福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

2
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

3

平
成
24
年
度
事
業
報
告



（３）　第 77号 平成 25（2013）年７月８日

適
正
な
処
理
と
円
滑
な
執
行
に

努
め
ま
し
た
。
ま
た
会
員
管
理

や
収
納
方
法
の
合
理
化
に
つ
い

て
、
コ

プ
熊
本
と
県
教
職
員

組
合
、
教
育
会
館
の
３
者
で
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

２

管
理
業
務
に
つ
い
て

 

（１）
夜
間
や
休
日
の
管
理
警
備

は
、
２
名
の
職
員
が
交
替
制
で

勤
務
し
、
会
館
を
常
時
使
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
１

名
の
病
気
の
た
め
、
６
月
よ
り

臨
時
の
態
勢
で
対
応
し
て
き
ま

し
た
。
会
館
閉
鎖
は
12
月
29
日

か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
６
日
間

で
し
た
。

（２）
安
全
管
理
及
び
設
備
・
備
品

の
保
守
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
と
保
守
契
約
を
行

て
い
ま

す
。（
表
５
）

（３）
災
害
の
未
然
防
止
と
万
一
の

災
害
に
備
え
る
た
め
、
年
２
回

の
防
火
対
策
委
員
会
を
開
催
し

て
防
火
管
理
組
織･

自
衛
消
防

組
織
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
の
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
第
１
回
目
の
避

難
訓
練
は
、
５
月
24
日
に
火
災

発
生
に
よ
る
避
難
訓
練
と
、
駐

車
場
火
災
発
生
時
の
「
移
動
式

粉
末
消
火
器
」
の
使
用
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
第
２
回
目
の

避
難
訓
練
は
、11
月
19
日
に「
白

川
校
区
５
・
７
町
内
と
合
同
避

難
訓
練
」
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
７
月
12
日
の
九
州

北
部
豪
雨
に
よ
り
九
品
寺
界
隈

も
浸
水
・
冠
水
被
害
が
発
生
し

た
た
め
、
教
育
会
館
を
地
域
の

一
時
避
難
場
所
に
指
定
す
る
た

め
の
訓
練
で
し
た
。
１
月
に
は

「
災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
提

供
に
お
け
る
施
設
利
用
に
関
す

る
協
定
書
」
を
地
域
自
治
会
と

締
結
し
、
継
続
的
な
訓
練
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
専
門
業
者（
ユ

ジ

防
災
設
備
）
に
よ
る
消
防
設
備

の
点
検
を
９
月
21
日
と
３
月
15

日
の
年
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

（４）
建
物
の
保
守
関
係
と
し
て

は
、
１
階
部
分
の
キ

ビ
ネ

ト
な
ど
の
転
倒
防
止
を
行
い
ま

し
た
が
、
完
了
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。
１
階
ト
イ
レ
下
ピ

ト
の

漏
水
は
、
マ
ン
ホ

ル
の
ふ
た

部
分
の
舗
装
工
事
を
行
い
ま
し

た
が
ま
だ
漏
水
が
あ
り
ま
す
。

当
面
は
毎
月
の
点
検
と
ポ
ン
プ

に
て
汲
み
出
し
を
行
い
ま
す
。

立
体
駐
車
場
の
ボ
ル
ト
の
緩
み

対
策
は
４
月
発
注
を
行
い
、
７

月
工
事
の
予
定
で
す
。
空
調
、

雨
水
浸
透
型
舗
装
の
補
修
、
省

エ
ネ
型
水
光
熱
設
備
の
導
入
等

の
「
大
規
模
改
修
」
に
つ
い
て

は
、
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

中
長
期
的
な
対
策
を
行

て
い

き
ま
す
。

（５）
「
教
育
会
館
ニ

ス
」
を

２
回
（
６
月
、12
月
）
発
行
し
、

会
館
の
事
業
等
の
広
報
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
ホ

ム
ペ

ジ
を
活
用
し
て
タ
イ
ム
リ

な

情
報
の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま

し
た
。

 

３

福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

 

（１）
発
足
28
年
目
を
迎
え
た
会
館

共
済
は
、
新
規
加
入
者
が

２
６
１
名
で
加
入
者
総
数
が

１
２
，０
５
６
名
と
な
り
ま
し

た
。
前
年
よ
り
３
３
０
名
の
減

で
し
た
。『
遺
族
生
活
給
付
金

共
済
（
生
命
保
障
）』
に
付
加

す
る
『
医
療
プ
ラ
ン
』
は
、
発

足
後
12
年
間
加
入
者
が
増
加
し

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
初
め
て

91
名
減
の
５
，７
４
７
名
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
導
入
し
た

『
介
護
プ
ラ
ン
』
は
、
初
年
度

１
，６
８
４
名
か
ら
８
１
４
名

増
の
２
，４
９
８
名
と
な
り
ま

し
た
。

　

加
入
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
族

生
活
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
共
済
年
度
（
平
成
23
年
９

月
１
日

平
成
24
年
８
月
31

日
）
は
、
死
亡
19
人
（
前
年
度

12
人
）
で
給
付
総
額
は

２
億
６
０
０
万
円
（
同

１
億
６
，０
０
０
万
円
）
で
し計　　　　　　年間保守委託料　　　　９,３８０,８５８円

安全管理及び設備等の保守契約状況

委　託　料

火災保険 共栄火災
保障 6億 4,756万 8千円

年掛金 254,350 円

清掃管理 日本ビル管理

塵芥収集 熊本清掃社
月 23,940 円

年 287,280 円

エレベーター保守

三菱電機

ビルテクノサービス

月 59,850円×12

年 718,200 円

防犯カメラ保守

三菱電機

ビルテクノサービス

月 28,000円×12

年 336,000 円

自動ドア保守 熊本ナブコ㈱ 年 210,000 円

電話保守 ＮＴＴ西日本
リース月 57,004円×12

年 684,048 円

電設保守 藤本義美
月 28,000円×12

年 336,000 円

電気メーター交換
九州計装

エンジニアリング

15年交換 546,000 円

1年当たり 36,400円

消防設備保守 ユージー防災設備 年2回 235,200 円

空調設備 パナソニック

発生時払いロスナイ 空研工業

発生時払い

電算管理費

（基本契約）

肥銀コンピューター

サービス

月 157,500円×12

年 1,890,000 円

会計処理 ユース会計社
月 49,350円×12

年 592,200 円

複写機リース リコーリース
月 12,600円×12

年 151,200 円

複写機リース リコーリース
月 8,295円×12

年 99,540 円

浄水器リース
日本トリム

三菱ＵＦＪリース
リース満了により買い取り1,050円

ホームページ管理 ㈲オフィスウェブラン 年 274,540 円

ＡＥＤ保守
パットカートリッジ
バッテリー

総合警備保障

次期交換 2013年 6月

年 10,000 円

5年交換 34,000円

※今年度本体買い替え時期

表５ 

月 253,050円 × 12

エアコン 　　 57,750円 × 2

ガラス　 78,750円 × 1

年 3,230,850 円

内　　容 委　託　先

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18



た
。
ま
た
、
医
療
プ
ラ
ン
の
給

付
は
１
９
３
件（
同
１
９
３
件
）

で
給
付
総
額
は
１
，７
２
９
万

円
（
同
１
，６
１
５
万
円
）で
し

た
。
医
療
給
付
は
概
ね
安
定
し

て
い
ま
す
が
、
死
亡
給
付
は
10

人
以
上
１
億
５
千
万
円
を
超
え

る
年
度
が
増
え
て
い
ま
す
。
会

館
の
特
別
給
付
金（
会
計
年
度
、

平
成
23
年
４
月
１
日

平
成
24

年
３
月
31
日
）
は
申
請
期
間
を

３
年
間
に
延
長
し
て
３
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
給
付
額
は
年
間

約
１
，４
０
０
万
円
前
後
で
安

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
非
常
準

備
基
金
と
し
て
４
，８
０
０
万

円
引
き
当
て
て
い
ま
す
。

（
表
６
）（
表
７
）

（２）
会
館
共
済
Ⅱ
型
（
貯
蓄
型
生

涯
保
障
共
済
）
の
新
規
加
入
者

は
９
名
、
退
職
等
に
よ
り
75
名

の
減
で
加
入
者
総
数
は
９
１
０

名
（
前
年
度
９
４
７
名
）
に
な

り
ま
し
た
。

（３）
第
22
次
よ
り
導
入
し
た
『
傷

害
プ
ラ
ン
』
の
新
規
加
入
者
は

４
名
で
、
加
入
者
総
数
は

１
３
５
名（
前
年
度
１
３
４
名
）

で
し
た
。

（４）
会
館
共
済
特
別
給
付
金
の
申

請
に
対
し
て
は
、給
付
の
適
正
・

迅
速
化
を
図
る
た
め
に
、
給
付

審
査
委
員
会
を
毎
月
２
回
開
催

し
、
半
月
毎
に
審
査
・
給
付
の

体
制
を
と

て
い
ま
す
。

（５）
共
済
事
業
の
制
度
や
運
営
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
制
度

検
討
委
員
会
で
検
討
を
行
い
ま

し
た
。「
自
主
共
済
制
度
の『
少

額
・
短
期
』
給
付
制
度
」
へ
の

移
行
と
し
て
、
休
職
見
舞
金
の

給
付
規
程
を
「
１
年
以
上
５
万

円
、２
年
以
上
10
万
円
の
給
付
」

を
「
１
年
以
上
10
万
円
」
に
変

更
し
、
当
面
２
年
目
10
万
円
は

「
共
済
会
計
か
ら
５
万
円
、
一

般
会
計
渉
外
費
か
ら
５
万
円
の

給
付
」
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

 

４

教
育
文
化
事
業
に

　
　

つ
い
て

 

（１）
教
育
会
館
設
立
25
周
年
を
記

念
し
て
始
め
た
図
書
券
の
寄
贈

を
継
続
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
20
年
間
で
県
内
の
べ
５
２
７

校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
寄
贈
校
31
校
全
て
を
訪
問
し

て
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
寄
贈
総
額
は
２
，８
４
０
万

円
で
す
。
平
成
24
年
度
の
寄
贈

校
は
（
表
８
）
の
と
お
り
で
す
。

（２）
『
会
館
共
済
第
25
次
キ

ン

ペ

ン
企
画
』
と
し
て
行

た

教
育
会
館
寄
席
は
、
学
校
の
児

童
生
徒
に
対
し
て
是
非
行

て

ほ
し
い
と
い
う
声
か
ら
、
学
校

寄
席
を
開
催
し
て
３
年
目
に
な

り
ま
し
た
。「
会
館
ニ

ス
」

や
「
ホ

ム
ペ

ジ
」
に
て
公

募
し
、
今
年
は
４
校
で
開
催
し

ま
し
た
。
県
立
・
高
等
学
校
で

の
開
催
は
初
め
て
で
し
た
。
28

日
の
最
終
日
に
、
開
催
校
４
校

の
代
表
者
と
さ
ん
喬
師
匠
は
じ

め
出
演
者
と
の
反
省
会
を
開
催

し
、
教
育
会
館
が
目
指
す
学
校

寄
席
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

《
開
催
校
》

・
11
月
26
日
（
月
）

　

熊
本
市
立
千
原
台
高
校

・
11
月
27
日
（
火
）

　

上
天
草
市
立
阿
村
小
学
校

・
11
月
28
日
（
水
）

　

熊
本
県
立
盲
学
校

　

熊
本
県
立
松
橋
支
援
学
校

（３）
熊
本
県
か
る
た
協
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
の
事

業
を
支
援
し
、
日
本
の
伝
統
文

化
や
芸
能
の
振
興
を
図
る
た

め
、
月
１
回
の
練
習
会
や
大
会

等
に
会
場
を
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
２
月
24
日(

日)

に

は
熊
本
県
か
る
た
協
会
主
催
の

「
第
25
回
熊
本
県
小
中
学
校
小

倉
百
人
一
首
か
る
た
競
技
大

会
」
を
後
援
し
ま
し
た
。
今
年

も
県
下
各
地
か
ら
多
数
の
参
加

が
あ
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

（４）
会
館
新
築
移
転
10
周
年
を
記

念
し
て
、
平
成
18
年
８
月
よ
り

『
教
育
会
館
ア

ト
の
ひ
ろ
ば
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。（
表
９
）

の
よ
う
に
熊
本
の
教
育
に
関
係

深
い
方
の
作
品
を
、
教
育
会
館

玄
関
ホ

ル
に
展
示
し
て
い
ま

す
。

（５）
そ
の
他
の
教
育
文
化
事
業
と

し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
『
こ

こ
ろ
ゆ

た
り
講
座
』
を
８
月

３
日
（
金
）
に
教
育
会
館
で
開

催
し
、
臨
床
心
理
士
髙
木
ひ
ろ

み
先
生
の
ご
講
演
「
こ
こ
ろ
と

（４）　第 77号平成 25（2013）年７月８日

19年度　 ９ 141,000,000 ２０２ 12,648,000

20年度　 ８ 130,000,000 １８４ 13,512,000

21年度　 １３ 193,000,000 １９０ 14,599,000

22年度　 １２ 160,000,000 １９３ 16,150,000

23年度　 １９ 206,000,000 １９３ 17,297,000

死亡・高度障害及び入院給付金　共済年度（９～８月）５年間の推移（円）表６ 

平成
死亡・高度障害　給付

件数 給付額 件数 給付額

入院　給付

特別給付金の給付状況　平成24年４月１日～平成25年３月 31日表７

※「死亡・高度障害給付金」と「入院給付金」は太陽生命保険（株）から給付されます。

　「特別給付金」は教育会館が給付します。

※給付の申請期間は３年間です。

  ５日以上 ２９４件 ２７９件

１ 入院見舞金 ３０日以上 ４７件 ４５件

  ６０日以上 ３６件 ２３件

２ 医療・初期入院（１日～４日）  ２３０件 ２１５件

３ 休職見舞金  １５件 ２２件

４ 出産祝金  １１９件 １３８件

５ 退職祝金  １１６件 １２０件

６ 満期祝品  ０件 ０件

  給付　総件数 ８５７件 ８４２件

  給付　総　額 14,430,000 円 14,052,000 円

内　　　容 前　　年給付件数

 　府本小学校

荒尾･玉名
 　荒尾清里小学校

 　南関第三小学校

 　滑石小学校

鹿　　本 　岳間小学校

菊　　池 〇西合志東小学校

阿　　蘇
 　産山小学校　

 　久木野中学校

熊　　本
 　川口小学校　

 　田底小学校

上 益 城
 　木倉小学校　

 　乙女小学校

宇　　城 　三角中学校

八　　代 　氷川中学校

 　一勝地小学校

人吉･球磨
 　山江中学校

 　湯前中学校　

 　相良中学校

水俣・芦北
 　葛渡小学校

 　湯浦中学校

 　魚貫小学校

 　栖本小学校

天　　草 　久玉小学校

 　河浦中学校

 　今津中学校

 〇熊本農業高校

県立学校 〇南稜高校

 〇鹿本農業高校

地 　区 　　学　校　名

※小･中学校（25校）県立学校（3校）
○は重点校

平成24年度図書寄贈校表８



身
体
の
リ
ラ

ク
ス
法
」
と
昼

食
で
ゆ

く
り
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
18
名
で
し
た
。

　

育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

『
カ
ム
バ

ク
セ
ミ
ナ

』
を

11
月
20
日
（
火
）
に
火
の
国
ハ

イ
ツ
で
開
催
し
ま
し
た
。
県
教

育
委
員
会
学
校
人
事
課
の
松
本

参
事
の
ご
講
演
「
育
児
等
に
関

す
る
諸
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
」
と
教
育
政
策
課
福
利
厚
生

室
の
塩
宮
参
事
の
ご
講
演
「
現

場
復
帰
に
伴
う
諸
手
続
き
に
つ

い
て
」
の
後
テ

タ
イ
ム
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
60
名
で
、
託
児
は
56
名

で
し
た
。

　

ま
た
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
電
話
相
談
活
動
を
行

て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
チ

イ
ル
ド

ラ
イ
ン
く
ま
も
と
』
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
教
職
員
向
け
の

電
話
相
談
室『
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
』

を
毎
週
火
曜
日
に
開
設
し
て
い

ま
す
。

 

※
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
で
多
く
の
学
校
が
被
災
し

ま
し
た
。
教
育
会
館
は
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
３
県
に
各
１
０
０
万

円
の
図
書
寄
贈
を
行
い
ま
し
た

が
、
今
も
お
礼
の
お
便
り
が
届
い

て
い
ま
す
。
３
月
末
に
閉
校
に

な

た
陸
前
高
田
市
の
小
友
中
学

校
の
遠
藤
美
礼
さ
ん
の
お
便
り
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
３
・
11

を
忘
れ
ず
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

 

（５）　第 77号 平成 25（2013）年７月８日

大塚浩平氏

岡田　繁忠氏

村
田
紀
美
子
氏

安
田
　

賢
氏

日
本
画
教
室

12
月
期

１
月
期

２月期

４月期

３月期 平岡　尚子氏
清田　至氏

５
月
期

ア

ト
の

ひ
ろ
ば

ア

ト
の

ひ
ろ
ば

ア

ト
の

ひ
ろ
ば

第６期（平成23年 10月～ 24年５月）

● ４月期は、福島露子氏（甲佐町）の油彩画展

● ５月期は、坂口節夫氏（熊本市）の油彩画展

● ８月期は、浜田知明氏（熊本市）のパネル展

第７期（平成24年 10月～ 25年５月）

● 10 月期は、松下佐代氏（熊本市）の油彩画展

● 11 月期は、梅田正治氏（御船町）の水墨画展

● 12 月期は、安田賢一氏（熊本市）の油彩画展

● １月期は、日本画教室展

● ２月期は、大塚浩平氏（嘉島町）の水彩画展

● ３月期は、平岡尚子氏・清田至氏（天草市）の油彩画展

● ４月期は、岡田繁忠氏（熊本市）の油彩画展

● ５月期は、村田紀美子氏（熊本市）の水彩画展

アートのひろば開催状況表９ 

荒尾・玉名 玉東中学校  

鹿本 千田小学校 鹿北中学校 

菊池 ◎西合志東小学校 泗水中学校 

阿蘇 りんどうヶ丘小学校 内牧小学校 

熊本 銭塘小学校 奥古閑小学校 

上益城 潤徳小学校 中島小学校 七滝中央小学校

宇城 砥用小学校  

八代 東陽小学校 八竜小学校 

人吉・球磨 五木東小学校  

水俣・芦北 緑東中学校  

天草 本渡東小学校 牛深東中学校 

県立
 

◎熊本農業高等学校 ◎南稜高等学校 ◎鹿本農業高等学校

 ○鹿本商工高等学校 ○菊池農業高等学校 ○小川工業高等学校

平成25年度図書寄贈予定校

地 　区 学校名

＊小･中学校（19校）県立学校（6校） 　○は重点校1年目　◎は重点校2年目



（６）　第 77号平成 25（2013）年７月８日

 ４月 10日（水） ベビーマッサージ

 ５月 ８ 日（水） ファーストサイン　音楽遊び

 ６月 12日（水） リトミックと音楽遊び

 ７月 10日（水） 絵本の読み聞かせと絵本講座

 ８月 21日（水） 小麦粉粘土遊び

 ９月 11日（水） バルーン遊び

10月 ９ 日（水） スタンプ遊び

11月 19日（火） カムバックセミナーの開催
（パパママ広場はお休み）

～育児休業者現場復帰支援～

（１）目　　的　　育児休業中の教職員が現場復帰する際に、子ど

もを抱え大きな精神的なストレスを感じていま

す。少しでも不安を解消してスムーズに教育現

場に復帰できるように、県教育委員会、公立学

校共済組合にご協力いただいて開催します。

（２）講　　師　　県教育委員会・公立学校共済組合から

（３）参加対象　　熊本県下の公立学校に勤務する教職員で育児休

業を取得中の方、又は予定の方

 70名（託児あり）

（４）開催日時　　11月 19日（火）13：00～ 16：00

（５）会　　場　　火の国ハイツ（熊本市東区石原２丁目２－28）

（６）申 込 先　　熊本県教育会館・担当（笹浪）　

 電話：096－372－3800

（７）申込締切　　申込の方法は「教育会館ホームページ」に９月

から掲載します。

 （定員になり次第締め切ります）

毎月第2水曜日、10時から 15時まで会館内の一室を開放します。

原則午前中は何かイベントを開催し、午後は自由時間とします。

材料代等の費用が必要な場合があります。

お昼はお弁当を準備してください。

駐車場は、会館駐車場の2階に駐車できますが、

満車の時は近隣のコインパーキングをご利用ください。

参加は、先着10組までです。午前や午後だけの

参加も可です。

申込は「教育会館HP」をご覧ください。

（１）目　　的　　忙しい毎日を過ごされる教職員に、ゆったりとし
た時間、自分を見つめ直す時間をご提供するため
に開催します。

（２）内　　容　　「こころ豊かにコミュニケーション」
 ①自分を知る

 ②共感に必要な４つの力

 ③心の健康について

（３）講　　師　　浦野エイミ先生

（４）参加対象　　教職員 20 名（昨年参加されていない方を優先し
ます）

（５）開催日時　　８月２日（金）
 ・受付 ９：45～
 ・第１部　セミナー 10：00～ 11：30
　　　　　 　～忙しさを忘れて自分と向き合います～
 ・第２部　会食 12：00～13：00（解散）
　　　　　 　～ちょっと豪華なランチタイムです～
（６）会　　場　　熊本県教育会館５階
 （熊本市中央区九品寺1丁目 11－4）
（７）参 加 費 1000 円（当日受付でいただきます）
（８）申 込 先 熊本県教育会館・担当（笹浪）　
 電話（096－372－3800）
（９）申込締切　　７月19日（金）15時まで、必ず電話でお申込下さい。
 （定員になり次第締め切ります）

こころゆったりヒーリングセミナー
～たまには自分にごほうびを！～

カムバックセミナー育休中の教職員のために

『癒し・おしゃべりの場所
パパママひろば』をご用意しました

開催予定

① 落　語（柳亭左龍）
② 落　語（柳家喬之助）
③ 太神楽（鏡味仙三）
④ 三味線（太田その）

出演者

●日時　10月 22日 ( 火 )14時～ 15時 30分
●会場　嘉島町立嘉島西小学校

学校寄席１

●日時　10月 23日 ( 水 )14時～ 15時 30分
●会場　芦北町立吉尾小学校

学校寄席２

●日時　10月 24日 ( 木 )13時 30分～ 15時
●会場　上天草市立龍ヶ岳中学校

学校寄席３

An 
Apple

（公益社団法人くまもと被害者支援センター専務理事・センター長）

お知ら
せ
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